






オリジナル・プログラム 印象に残ったプログラム 派遣プログラムを終えて

REPORT

早川 史也　HAYAKAWA Fumiya

映画監督

早稲田大学卒業後、テキサス大学オース
ティン校で映画制作の修士過程を終了。
米国ではリチャード・リンクレーター監督作
品や他インディペンデント作品を中心に活
動。2024年より日本に活動拠点を移す。
これまで監督した短編作品はアカデミー賞
公認のグアナファト国際映画祭やボゴタ短
編映画祭等にて上映。現在、長編作品『残
された空白』を企画開発中。

今回、映画祭のマーケットに初めて参加し、ヨー

ロッパだけでなく、アジア、北米の映画関係者と

ネットワーキングし自分の企画について興味を

持ってもらうだけでなく、次に何をすべきかのアド

バイスを頂けたのが大きな収穫であった。また、以

前に他の映画祭で出会った映画関係者の人とも

再会し情報共有することができたのも良かった。

映画祭の上映に関しては、部門別に作品を鑑賞す

ることでそれぞれの特色の違いを知るだけでなく、

プログラマーから直接話を聞くことができたのが

収穫であった。映画祭の会場が街全体に散らばっ

ていることもあり、地元の映画好きの人も観に来

るなど全体的にアットホームな雰囲気であり、また

参加したいと思える映画祭であった。

EFMのミーティングブースの様子 ネットワーキングイベントの様子 メイン会場での上映鑑賞

中国のセールス会社Parallaxから、作品をセール

ス会社に提示する適切なタイミングについて話を

伺った。また脚本ラボCine Qua Non Labでは企

画開発の進め方について助言を受け、ポーランド

の制作会社Under Ski TowerからはEU圏での企

画開発費について説明を受けた。

国別やセールス会社主催のネットワーキングイベ

ントに参加し、プロデューサーや映画祭プログラ

マーとの交流を行った。具体的には、台湾ナイトで

は日本・台湾を中心としたアジアの映画関係者と、

D&I Afterworkではアメリカ及びヨーロッパの映

画関係者と交流した。

公式部門の作品及び、今回ミーティングしたセール

ス会社担当の作品を鑑賞。

中国のセールス会社Parallaxとのミーティングが

印象に残った。初長編映画の場合は企画の段階

でセールスがつくことは稀であるが私の企画自体

に興味を持ってもらったことが大きかった。また、

ネットワークイベントにも呼んでいただき、そこで

フォーラム部門のプログラマーからプログラムす

る作品の傾向について話を聞くことができたこと

も収穫であった。また、Parallaxが担当している作

品で本映画祭のパノラマ部門でプレミア上映した

『Shanghai Daughter』の主演女優であるLiang 

Cuishanさんと会って制作過程を聞くこともでき

た。作品を鑑賞した後だったので、作品を表と裏か

ら知ることができ勉強になった。

EFMでのミーティング 国際映画祭でのネットワーキング効果

ネットワーキングイベント

映画祭公式選出作品の鑑賞
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報告会

2025年度の事業を振返り、報告会を実施。

派遣参加者15名が集まり、プログラムに参加した

目的や派遣先での活動などを報告した。

海外の先駆的な作品や創作現場に触れたことで得

られた気づきや、現地でのヒアリング、関係者との

交流内容など、派遣参加者同士のディスカッション

や、観覧者からの質問などを交え、盛況のうちに幕

を閉じた。

【開催日時】

2026年3月12日（木）17:00～19：３０

【開催場所】

アーツカウンシル東京 5階 会議室

【一般観覧者】

約70名

【プログラム内容】

・派遣参加者による活動報告

・派遣参加者へのインタビュー

・交流会

総括─今後に向けて

事業の拡大と長期的視点に立ったプログラムの検討
　今回は映画分野への派遣プログラムが新たに立
ち上がったが、今後も派遣対象分野として幅広い芸
術分野を取り込むことが想定される。また、「芸術に
おけるアクセシビリティ」や「芸術と環境問題・気候
変動」など、今日的な課題をテーマとした組み立て
や、即戦力となる中堅人材を派遣対象とすることも
想定される。今後、長期的な視点に立ち、将来的な
東京都の文化政策として、東京の芸術文化関係者
の海外とのつながりをどうバランスよく拡大していく
か、どのような人材を育成していくのか、派遣先や対
象者、プログラムの検討を進めることが重要である。

派遣後の活躍の場の提供
　今後蓄積されていく派遣先とのネットワークや連
携の充実、派遣参加者の経験の他の人々への共
有、派遣参加者のその後の活動のアーカイヴ、また
東京都や当財団の他事業との連携など、事業成果
の考え方を整理していく必要がある。派遣参加者に
都・財団の他事業での活躍の場を提供し、それぞれ
のキャリアをステップアップできるようなスキームの
検討も求められている。今後さらに継続的に事業の
実績を積み上げていき、国際芸術文化都市東京の
基盤強化、国際的なハブ機能の強化につなげてい
くことが肝要である。
　
　なお、各プログラム・アドバイザーをはじめ、プロ
グラム立案・実施にご協力いただいた皆様に、心よ
り深く謝意を申し上げたい。

公益財団法人東京都歴史文化財団
アーツカウンシル東京

　３年度目となった今年は派遣先を拡大し、5カ所へ
の派遣となった。初年度派遣したエディンバラ・イン
ターナショナル・フェスティバル、ソウル・パフォーミン
グ・アーツ・フェスティバル等パフォーミングアーツ分
野、サンパウロ・ビエンナーレ、台北ビエンナーレと
いったビジュアルアーツのフェスティバル、そして新
たに映画分野の人材育成として、ベルリン国際映画
祭への派遣を行った。
　日本の芸術団体、特に若手が海外での活動に
チャレンジするにはいまだ経済的な障壁が高いが、
申請者に今後積極的に海外での活動を目指す方々
も多くなっており、派遣参加者が海外で様々な知見
や経験を得る機会を提供できたことは、大きな成果と
いえる。
　派遣先でのプログラムについては、必ず参加して
もらうベーシック・プログラムと、派遣参加者が自ら
の問題意識により構成するオリジナル・プログラム
の2種類で構成し、バランスよく取り入れることがで
きた。特に、オリジナル・プログラムについては、派
遣参加者の目的意識も高く、今後の活動へ具体的
に活かせるネットワークづくりを想定しているケース
が目立った。

アジア圏派遣への興味喚起と制度設計
　派遣先毎の申請状況は、ヨーロッパ・北南米に対
する申請数が多く、アジア圏に対する申請数は少な
い。一度派遣されたら2回の派遣機会はないという
現行の制度下では、遠方への派遣プログラムへの
申請に偏りがちである。今後、芸術文化活動におけ
るアジア圏とのネットワークを構築すること・協働す
ることの重要性や意義を鑑みると、アジア圏派遣の
魅力の啓発もさることながら、１人が複数個所に派
遣されることを可能とする制度設計の検討も必要で
ある。
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●本書は「アートマネジメント人材等海外派遣プログラム」2025年度の実施内容に基づき制作・編集されたものです。
●掲載された画像等につきましては、無断の転載をお断りします。
●掲載された人物の敬称は省略させて頂いております。
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